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　　　　　　　　一大獅子座流星の眞纏路計算報告

　年末の多忙で，去る十一月十七日火球の計算が後れてゐましたが，本日終

了したので御報告申ます．〔本誌口絵を見られよ〕

　何分にも山地の槻論者が素人なので推定に困りましたが，實地調査をなし

た結果，やX正確な方向を知る事を得たので，最も時宜に適した方法で，可

成りの精度の實経路を獲得しました．
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出現した所は四七窒戸岬の南方海上70粁の上室であって詳しくは

　　　糊・・麟高贋濡北緯ご；2ec3：）分

　　　清滅地黙　束径　134度20分，北緯　32度39分，消滅高度　77粁

　　地下面に調する突入方向の傾斜は72度で，ほとんど垂直に近く，経路の

　實長は，74粁になる．（下元氏の綴不時聞より速度を算出すれば37粁になる

　が，これはやS高冷が長まにすぎる様であるし痕を或程度まで入れたかも

　知れない・

以上の結llには．素魚の程度の誤差はあり得るが，大した異ひはないと思ふ。

　他に廣島市の森下氏が5時25分に観測した大流星があるが，計算の結果この

流星ではないらしい事がわかった，　以　上

　　十一月二＋六日　　　　　　　　　　　課　長　　小　棋　孝　二　郎


